
 

 
 

 今回の全国学力・学習状況調査の上越管内における「教科に関する調査」の結果は、小学校国

語・算数、中学校国語・数学ともに、全国の平均正答率を１ポイントから３ポイント程度下回り

ました。また、問題別に見ても、概ねすべての領域・問題で正答率が全国平均を下回っている状

況がうかがえます。今後も、教科全体的にバランス良くすべての児童生徒に資質・能力を育んで

いく必要があります。また、授業改善を進め、児童生徒の学力を向上させていくためには、児童

生徒だけでなく、私たち教職員も協働的に学びを深めていく必要があります。 

 さて、今回の「学校質問紙の調査」の中に、以下のような質問項目がありました。その結果を

踏まえ、いくつか学力向上に向けたポイントについて確認します。 

 
 

 

 

 左の調査結果から、上越管内では全国とほ

ぼ同じ程度話し合っていることが確認できま

す。しかし、数値としては十分高いものとは

言えません。日頃授業で困っている点等につ

いては、一人で抱え込むのではなく、教職員

間で積極的にコミュニケーションを図り、解

決に向けてアクションを起こすことが大切で

す。また、困ったこと等がなくても、日常的

に教科や授業に関することについて、気軽に

話し合える環境を整えることが、相互の授業

力向上につながります。 

 

 

 

 

 左の調査結果から分かるように、上越管内

では、小中共に、調査における課題について

校内研修等で取り上げ、授業改善に活用して

いる割合が全国に比べて高いことが見てとれ

ます。 

学校ごとに見ると学力や学習状況の傾向に

ついては差異があるかと思いますので、まず

は、自校の実態を分析し、その点について教

職員間で共有する機会を設け、児童生徒の学

習実態を真に把握することが大切だと考えま

す。 

上越管内では、上記結果に見られるとおり、教職員同士の話合いや調査結果における課題の確

認・活用等において、全国と同程度または上回る状況がうかがえます。一方で、以下の点につい

ては、全国と比較すると、まだ十分ではないことが見てとれます。 
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◆教員が問題を抱えている場合、率先してそのことについて話し合うことを行いましたか◆ 

 ⇒「週１回程度、または、それ以上行った」または「月数回程度行った」と回答した割合 

◆全国学力・学習状況調査の結果を、教育活動の改善のために具体的にどのように活用していますか◆ 

課題が見られた点を中心として校内研修を実施し、授業改善に活用している⇒「はい」と回答した割合 



複数の図形を組み合わせた平行四辺形
について、図形を構成する要素などに
着目し、図形の構成の仕方を捉えて、
面積の求め方と答えを記述できる 

 

 

 

 

 この調査問題では、学習指導要領全体を網

羅はしていないものの、各領域の指導内容が

バランスよく出題されています。それぞれの

問題がどのような趣旨で出題され、どのよう

に指導に当たっていくべきかを理解すること

は、そのまま日々の授業改善に結びつくもの

と考えます。 

 今回の「教科に関する調査」の問題そのも

のを教職員間で話題として取り上げ対話する

ことで、授業力向上のための一つの方策にな

ればと思います。 

 また、今回の調査結果については、右の報告書が各校に 

届いているかと思います。自校の正答率が低かった問題に 

ついてはぜひ目を通していただき、今後の授業に役立てて 

もらえればと思います。 

以下は、小学校「算数」の調査問題における最も正答率 

が低かった問題について、右の報告書をもとに分析の一例 

として指導のポイントをまとめてみました。ぜひ各校にお

いても参考にしていただければ幸いです。 

（なお、国立教育政策研究所のＨＰからも様々な調査関連資料が閲覧できます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

この問題では、二等辺三角形を構成する要素から

高さという必要な情報を正しく選び出せず、誤答に

つながっていることが考えられます。 

図形の面積の学習では、日頃の授業から図形を構

成する要素に着目し、図形の構成の仕方を捉えられ

るようにしていくことが大切です。その際に、面積

を求めようとする図形の辺の長さや位置関係、分か

っている図形の辺の長さや位置関係を捉え、面積の

求め方について筋道を立てて説明する機会を設ける

ことが大切です。 
 また、いろいろな図形の公式を導く際に、実際に

図形を変形・操作しながら既習の求め方や考え方を

活用することの繰り返しにより、そのよさを実感さ

せることで、思考力、判断力、表現力等を高めてい

くことが求められます。 

◆図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察（三角形や四角形の面積）◆ 

二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積
の求め方と答えを書く 

（正 答 率） 

上越 43.2％ 県内 43.9％ 全国 46.0％ 

（正答例） 

【求め方】 

辺 BC を底辺としたとき高さは 6✕2＝12 で 12cm 

平行四辺形の面積は、5✕12＝60 で 60cm２ 

【平行四辺形の面積】60（cm２） 

◆全国学力・学習状況調査の問題（教科に関する調査）を具体的にどのように活用していますか◆ 

学習指導要領の理解を深めるため、校内研修等で個別の問題を題材として取り上げている 

⇒「はい」と回答した割合 


